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再不貧会会員名簿

氏　　名 -'Ｔ 住　　　　　　所 TE L 備考

三好　隆志 会長

敦川　弘臣 副会長

矢野　　肇 幹事

佐藤　篤由 幹事

小野　栄一

小川　　巌

川口　　進 幹事

宵塚　峰子

新谷　詔一 聡子

黒沢　雄三 千秋

野村　幸子

鈴木　三枝子

本田　精造

松本　政子

本田　　勝

丸山　得右

佐藤　信子 健二

藤田　　茂 曜子

桜庭　繁子

一cμ／一



氏　名 一丁 住　　　　　　　所 TE L 備考

久保田喜代子

宮原　栄子

工藤　敏子

伊藤　清彦

大坂　雅子

佐々太　進 勇

前原　正美

梶野　フミ

橋本　松代

岩淵　論美

谷口　国子

児玉　ハル

横谷　君江

正田　　助 百樹

中川　好明

菅野　イクノ

坪田　和子

加藤　きよ

水根　米蔵 光邦

西谷　善治

- 。ﾝ｡7－



・
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氏　　名
-

‾「

住　　　　　　所 TE L 備考
高松　好子

熊沢　シズェ

清水　正則

中島　勝年
秀影

美濃　康幸

武田　裕見子

畠山　とら子

杉本　　弘
※

牧野　敏江

干葉　円治

秋森　新二
美佳

大野　　明
大輔

山本　信育

宮崎　良一

久保　昭仁

太田　　昭
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